
（様式１）

①学校名： 大学院（国立） ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履
修証明プログラ
ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 270 時間
⑱要件該当授
業時数：

202.5
該当
要件

双方向
実務家
実地

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講し
やすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

連絡先：
（電話番号）
（E-mail)

088-880-2263、2577
ia20@kochi-u.ac.jp

医師、歯科医師、看護師、薬剤師、その他の医療従事者、事務職員、医療関連企業等の中で病院経営に関与している者
（部署責任者、またはそれに準ずる者等）、今後関与する予定の者

15名

講義、演習及び実習からなる「実践力」が身につくカリキュラムを体系的に構成する。
必修科目では、経営学の基礎スキルである「組織」「会計」「財務」「マーケティング」「戦略」を中心に学修する「病院経営学
講義」、ケースメソッドを通して経営実務を疑似体験し、考える力、気づきを得る「病院経営学演習」、実際に現場での実践
実習を通して課題解決能力を養う「病院経営学実習」の科目を配置する。
選択科目では、「マネジメント入門」「医療政策・医療経済学」等、病院経営に関連する幅広い知識を学修するための科目を
配置する。

医療・介護
ビジネス（経済・政治
等）
地方創生（地域活性
化）

高知大学医学部・病院事務部学生課大学院係

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

75%

医師、歯科医師、看護師、薬剤師、その他の医療従事者、事務職員、医療関連
企業等の中で病院経営に関与している者（部署責任者、またはそれに準ずる者
等）、今後関与する予定の者で、次の各号のいずれかに該当する者。
（1）大学を卒業した者
（2）学校教育法第１０４条第４項の規定により独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構から学士の学位を授与された者
（3）専修学校の専門課程を修了した者

（身に付けられる知識、技術、技能）
病院経営に関する知識

（得られる能力）
現場での課題解決力

修了者に対し満足度アンケートを実施し、改善すべき内容を洗い出し、次年度の改善に資する。プログラムの
中で修了生を招いての交流会のコマを用意しており、その場で現在の職場での活躍状況を発表してもらい、質
疑応答をすることにより受講生と修了生の交流の場を提供している。

（教育課程の編成）
様式３に示す外部委員を招いてプログラム運営委員会を２回/年 程度開催する。評価委員会で示さ
れた改善すべき内容を含め、プログラム編成について意見をいただき次年度のプログラムに取り入
れる。
（自己点検・評価）
様式３に示す外部委員を招いて評価委員会を２回/年 程度開催する。評価委員会の中で、プログラ
ムの進捗状況の報告を行い、受講生の満足度アンケート結果をもとに、改善すべき内容を洗い出し、
次年度の改善に資する。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

平成33年10月6日

高知大学長 １年間

【目的】「実践力」を備えた病院経営トップマネジメントと病院経営に参加する現場責任者、将来の幹部候補生を養成するこ
と。
【概要】四国で唯一の修士課程公衆衛生学コースを母体とした病院経営に特化したプログラムで、経営学で用いられる考え
方を講義とケースメソッドを通して学び、現場の課題を解決する能力を養い、病院現場での実践実習を通して、病院のトップ
マネジメントとともに、OODA（ウーダ）を実践できる現場責任者を養成する。OODA（ウーダ）とは
「Observe,Orient,Decide,Action」のサイクルのことである。繰り返しトレーニングをすることで、現場の状況を観察し、迅速で
柔軟な判断（意思決定）を実現し行動することが可能となり、現場での課題解決能力が養われる。

地域医療を支える
四国病院経営プログラム

2018/4/1

高知県高知市曙町二丁目５番１号

履修証明プログラム

国立大学法人
高知大学大学院

集中講義や実習等を除き基本的に夜間開講、基本的にオンライン形式

（ＵＲＬ）http://www.kochi-u.ac.jp/kms/koudo/index.html

紙　昌孝、野口　悟

必修科目３科目及び選択科目２科目以上履修し、合格すること。（135時間以上の履修）

修了証の授与及び学校教育法第１０５条の規定に基づいた履修証明書（Certificate）を交付

学校教育法第109条第１項に定める評価を実施しホームページに公開する。その他、本プログラムの
検証や評価を行うための評価委員会を２回/年 程度開催する。評価委員会の中で、プログラムの進
捗状況の報告を行い、受講生のアンケート結果をもとに、改善すべき内容を洗い出し、次年度の改善
に資する。

・授業への参加度（発言量、発言の質）
・出席点40％+クラスでの発言点60％
・提出物、実習についての発表により総合的に評価
・出席、授業態度、レポートなどによる総合的判定　　　　　等


